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(57)【要約】
【課題】ミスト用ダクト９内に水を噴霧するミストノズ
ル１１を備え、浴室の空気をミスト用ダクトを介して循
環させることにより、ミストノズルから噴霧されたミス
トをミスト用ダクト内の空気流に乗せて浴室に供給する
ようにしたミストサウナ装置において、ダクト壁面での
ミストの凝縮で生ずる水滴が空気流によりダクト壁面を
伝ってダクト下流端まで押し流されて、浴室内に飛び出
すことを抑制できるようにする。
【解決手段】ミスト用ダクト９の上壁部の横断面形状を
側壁部に向けて下方に傾斜する形状に形成する。また、
ミスト用ダクト９の上壁部内面に、側壁部に向けてのび
る凹部６５又は凸部を設ける。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ミスト用ダクトと、ミスト用ダクト内に水を噴霧するミストノズルとを備え、浴室の空
気をミスト用ダクトを介して循環させることにより、ミストノズルから噴霧されたミスト
をミスト用ダクト内の空気流に乗せて浴室に供給するようにしたミストサウナ装置におい
て、
　ミスト用ダクトの上壁部の横断面形状が側壁部に向けて下方に傾斜する形状に形成され
ることを特徴とするミストサウナ装置。
【請求項２】
　前記ミスト用ダクトの上壁部内面に、側壁部に向けてのびる凹部又は凸部が設けられる
ことを特徴とする請求項１記載のミストサウナ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室内をミストサウナ状態にすることができるミストサウナ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のミストサウナ装置では、一般的に、浴室内に臨むミストノズルから水を
噴霧するように構成されている。ところで、ミストノズルから噴霧されるミストの粒径は
一定ではなく、粒径の大きな水滴状のミストもミストノズルから噴霧される。そして、上
記従来例のものでは、ミストノズルから浴室内に水が直接噴霧されるため、粒径の大きな
水滴状ミストが入浴者に当たって不快感を与えることがある。
【０００３】
　かかる不具合を解消するため、従来、ミスト用ダクトと、ミスト用ダクト内に水を噴霧
するミストノズルとを備え、浴室の空気をミスト用ダクトを介して循環させることにより
、ミストノズルから噴霧されたミストをミストノズル内の空気流に乗せて浴室に供給する
ようにしたミストサウナ装置も知られている(例えば、特許文献１参照)。これによれば、
粒径の大きなミストはミスト用ダクト内の空気流に乗り切れず、ミスト用ダクトから浴室
内に送風される空気中のミストはほぼ粒径の小さなものに限定され、水滴状のミストが入
浴者に当たることを防止できる。
【０００４】
　ところで、ミスト用ダクト内にミストノズルから水を噴霧するものでは、ミスト用ダク
トの壁面でミストが凝縮して水滴を生じ、この水滴がミスト用ダクト内の空気流に押され
て下流側に移行する。そして、ミスト用ダクトの下流端まで押し流されて浴室内に飛び出
した水滴が入浴者に当たって不快感を与える虞がある。特に、従来のミスト用ダクトは断
面方形であり、ダクト側壁面で生じた水滴は該側壁面を伝ってダクト底部に流下するが、
ダクト上壁面で生じた水滴はかなり大きく成長して滴下しない限りダクト上壁面に付着し
たままになり、ダクト下流端まで押し流される確率が高くなる。
【特許文献１】特開２０００－５５３９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、以上の点に鑑み、ダクト壁面でのミストの凝縮で生じた水滴が浴室内に飛び
出すことを抑制できるようにしたミストサウナ装置を提供することをその課題としている
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は、ミスト用ダクトと、ミスト用ダクト内に水を噴
霧するミストノズルとを備え、浴室の空気をミスト用ダクトを介して循環させることによ
り、ミストノズルから噴霧されたミストをミスト用ダクト内の空気流に乗せて浴室に供給
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するようにしたミストサウナ装置において、ミスト用ダクトの上壁部の横断面形状が側壁
部に向けて下方に傾斜する形状に形成されることを特徴とする。
【０００７】
　本発明によれば、ミスト用ダクトの上壁部内面でのミストの凝縮により水滴を生じても
、水滴は上壁部の傾斜により上壁部から側壁部に流れ、側壁部でのミストの凝縮により生
ずる水滴と共にダクト底部に流下する。従って、ダクト下流端まで押し流される水滴が少
なくなり、浴室内に水滴が飛び出すことを抑制できる。
【０００８】
　また、本発明においては、ミスト用ダクトの上壁部内面に、側壁部に向けてのびる凹部
又は凸部が設けられることが望ましい。これによれば、上壁部内面を伝ってダクト下流側
に押し流される水滴が凹部又は凸部で捕捉される。従って、ダクト下流端まで水滴が押し
流されることを一層効果的に防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１、図２は本発明の実施形態のミストサウナ装置を具備する浴室暖房機を示している
。この浴室暖房機は、浴室の天井部に設置される箱形の暖房機本体１を備えている。暖房
機本体１内には、暖房機本体１の下面に設けられる下カバー２に形成した吸込み口３を介
して浴室内に連通する空気流入室４と、該流入室４に連通する暖房用通風路５とが設けら
れている。暖房用通風路５の下流端には、浴室内に向けて下向きに開口する暖房用吹き出
し口６が設けられており、この吹き出し口６に可変ルーバ６ａが装着されている。
【００１０】
　また、暖房用通風路５には暖房用ファン７が介設されている。この暖房用ファン７の回
転により、浴室の空気が吸込み口３から空気流入室４を介して暖房用通風路５に吸込まれ
て、暖房用吹き出し口６から浴室内に吹き出される。即ち、浴室の空気が暖房用通風路５
を介して循環される。
【００１１】
　また、暖房用通風路５の上流側の空気流入室４に対する連通部には、図外の熱源機から
供給される熱媒体(水、不凍液等)の熱で空気を加熱する加熱手段たる放熱器８が設けられ
ている。放熱器８に熱媒体を供給すると共に暖房用ファン７を作動させると、浴室の空気
が吸込み口３から吸込まれて放熱器８で加熱され、暖房用吹き出し口６から温風となって
浴室内に送風される。また、可変ルーバ６ａにより温風の送風方向が適宜可変される。
【００１２】
　暖房機本体１内には、更に、暖房用通風路５の下側に位置させて、ミスト用ダクト９が
設けられている。ミスト用ダクト９の下流端は暖房用吹き出し口６の直下部の側方に位置
している。ミスト用ダクト９の下流端の開口面の下部は堰き止め板９１で閉塞されており
、ミスト用ダクト９の下流端の上部が暖房用吹き出し口６の直下部に向けて水平方向に開
口するミスト用吹き出し口９２になる。また、ミスト用ダクト９の上流端には、空気流入
室４に連通するミスト用ファン１０が接続されている。そして、ミスト用ファン１０の回
転により、浴室の空気が暖房用通風路５だけでなくミスト用ダクト９を介しても循環され
るようにしている。
【００１３】
　また、ミスト用ダクト９にはミストノズル１１が装着されている。ミストノズル１１に
連なる給水路１２にはミスト弁１３と図外の液々熱交換器とが介設されている。そして、
液々熱交換器に熱源機からの熱媒体を供給することにより給水路１２に流れる水を加熱し
、ミスト弁１３の開弁でミストノズル１１からミスト用ダクト９内に温水が噴霧されるよ
うにしている。
【００１４】
　ミスト用ダクト９内にミストノズル１１から噴霧されたミストは、ミスト用ファン１０
の回転によりミスト用ダクト９に生ずる空気流に乗ってミスト用吹き出し口９２から吹き
出す。ここで、粒径の大きな水滴状のミストは空気流に乗り切らず、ミスト用吹き出し口
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９２から吹き出すミストはほぼ粒径の小さなものに限定される。そして、暖房用吹き出し
口６から吹き出す温風に暖房用吹き出し口６の直下部においてミスト用吹き出し口９２か
ら吹き出すミストが混入されるため、ミストは暖房用吹き出し口６からの温風に乗って確
実に浴室内に行渡る。
【００１５】
　また、ミスト用ダクト９内で捕集されたミストは凝縮水となってミスト用ダクト９の底
部に溜まる。そして、この凝縮水は図外の排水ポンプにより適宜排水される。ここで、ミ
スト用ダクト９の底部に溜まった凝縮水がミスト用ダクト９の下流端から流れ出ることは
堰き止め板９１で阻止される。然し、ミスト用ダクト９の壁面でのミストの凝縮で生じた
水滴がダクト壁面に付着したままミスト用ダクト９内の空気流によりミスト用ダクト９の
下流端まで押し流されると、ミスト用吹き出し口９２から水滴が飛び出し、この水滴が入
浴者に当たって不快感を与える虞がある。
【００１６】
　そこで、本実施形態では、図３に示す如く、ミスト用ダクト９を断面円形に形成してい
る。これによれば、ミスト用ダクト９の上壁部９３の横断面形状が側壁部９４に向けて下
方に傾斜する円弧形状になる。尚、本実施形態では、側壁部９４も上壁部９３に連続する
円弧状になるため、上壁部９３と側壁部９４との間の明確な境界は存在しない。そこで、
常識的な区分として、ミスト用ダクト９の上部の１／４周分を上壁部９３、左右各側部の
１／４周分を側壁部９５と定義することにする。
【００１７】
　本実施形態によれば、ミスト用ダクト９の上壁部９３内面でのミストの凝縮により水滴
を生じても、水滴は上壁部９３の傾斜により上壁部９３から側壁部９４に流れ、側壁部９
４でのミストの凝縮により生ずる水滴と共にミスト用ダクト９の底部に流下する。従って
、ミスト用ダクト９の下流端まで押し流される水滴が少なくなり、ミスト用吹き出し口９
２から水滴が飛び出すことを抑制できる。
【００１８】
　更に、本実施形態では、図２、図３に示す如く、ミスト用ダクト９の下流端から所定長
さのダクト部分の上壁部９３内面に、側壁部９４に向けてのびる凹部９５がミスト用ダク
ト９の長手方向の間隔を存して複数設けられている。これによれば、上壁部９３内面を伝
って下流側に押し流される水滴は凹部９５に入り込んで捕捉され、水滴が凹部９５より下
流側に押し流れることを阻止できる。従って、ミスト用吹き出し口９２から水滴が飛び出
すことを一層効果的に防止できる。
【００１９】
　尚、本実施形態では、上壁部９３内面から側壁部９４内面に亘って凹部９５が延在して
いるが、凹部９５は上壁部９３内面のみに設けられていても良い。また、本実施形態では
、ミスト用ダクト９の外面側へのひも出し加工で凹部９５を形成しているが、ミスト用ダ
クト９として肉厚のダクトを用いる場合は、内面の切削で凹部９５を形成することも可能
である。
【００２０】
　また、図４に示す如く、ミスト用ダクト９の下流端から所定長さのダクト部分の上壁部
９３内面に、上記実施形態の凹部９５に代えて、側壁部９４に向けてのびる凸部９６を設
けても良い。この場合にも、上壁部９３や側壁部９４の内面を伝って下流側に押し流され
る水滴は凸部９６で堰き止められ、水滴が凸部９６より下流側に押し流れることを阻止で
きる。尚、図４に示すものでは、ミスト用ダクト９の内面に取付けた板材で凸部９６を構
成しているが、ミスト用ダクト９の内面側へのひも出し加工で凸部９６を形成することも
可能である。
【００２１】
　また、上記実施形態では、ミスト用ダクト９を断面円形に形成しているが、図５（ａ）
に示す如く、側壁部９４を上下方向に平行として、上壁部９３のみを断面円弧状に形成し
ても良い。また、図５（ｂ）に示す如く、側壁部９４を上下方向に平行として、上壁部９
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三角形状の上壁部９３に連続する傾斜を付けて、ミスト用ダクト９を断面三角形に形成す
ることも可能である。要は、ミスト用ダクト９の上壁部９３の横断面形状が側壁部９４に
向けて下方に傾斜する形状に形成されていれば良い。
【００２２】
　尚、ミスト用ダクト９の少なくとも下流端から所定長さのダクト部分において上壁部９
３の横断面形状がこのような形状に形成されていれば、上壁部９３内面を伝って水滴がダ
クト下流端まで押し流されることを抑制できる。そのため、上記ダクト部分より上流側の
ミスト用ダクト９の部分の上壁部９３は横断面形状が水平になるように形成されていても
良い。
【００２３】
　以上、浴室暖房機に組み込むミストサウナ装置に本発明を適用した実施形態について説
明したが、浴室暖房機から分離独立して設けられるミストサウナ装置にも同様に本発明を
適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施形態のミストサウナ装置を具備する浴室暖房機の斜め下方から見た
斜視図。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線で切断した浴室暖房機の切断側面図。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線で切断したミスト用ダクトの横断面図。
【図４】別の実施形態のミスト用ダクトの切断側面図。
【図５】断面形状の異なる種々の実施形態のミスト用ダクトの横断面図。
【符号の説明】
【００２５】
　９…ミスト用ダクト、９３…上壁部、９４…側壁部、９５…凹部、９６…凸部、１１…
ミストノズル。
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